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2022年京都賞受賞者︓Prof. Carver Mead (Caltech)

5分の紹介動画と40分の受賞記念講演
https://www.kyotoprize.org/2022/carver_mead/

稲盛財団 第37回（2022）京都賞特別サイトより転記



⽇本の半導体産業の⼈材育成の課題

l 半導体産業の全体像を知っている人材が育っていない
l 研究者、教育者
l 経済界、経営者
l マスコミ、市民、学生・生徒

l 半導体産業に関する負のイメージの定着
l 半導体産業に人生を賭ける意義を見出す若い人が少ない。
l 半導体産業に誇りを持てる環境がない。

l 半導体産業に向けた研究者、専門家、技術者の教育プログラム
が少ない
l 大学院、大学、高等専門学校
l 初等中等教育（リテラシー教育）
l 社会人向けリスキリング教育
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JASM会社概要
l 社 名︓Japan Advanced Semiconductor Manufacturing 株式会社
l 設 ⽴︓令和３（2021）年 12 ⽉ 10 ⽇
l 所在地︓熊本県熊本市中央区下通１丁⽬３番８号（新⼯場完成後は熊本県菊池郡菊陽町)
l 株 主︓TSMC、ソニーセミコンダクタソリューションズ（20％未満）、デンソー（10 ％超）
l 資本⾦︓714 億4,400万円（令和４（2022）年5⽉2⽇現在）
l 経 営︓代表取締役会⻑ 廖永豪 (TSMC本社バイス・プレジデント)、取締役社⻑ 堀⽥祐⼀

JASM事業計画概要
•建設開始︓令和4年(2022年) 4⽉
•敷地⾯積︓23.1 ヘクタール
•出荷開始︓令和6年(2024年)12⽉(予定)
•⽣産プロセス︓22/28nmおよび12/16nm
•⽉間⽣産能⼒︓55,000枚(300mmウェーハ)

【スケジュール】 【新⼯場完成予想図】
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半導体産業の構図

設計

作りたいシステムに合わ
せた集積回路を設計。

（半導体メーカー、ファブ
レスメーカー）

半導体材料

シリコンウェハをはじめ、製造に必
要な材料を供給。

（信越化学、SUMCOなどのウェハ
メーカー、各種化学材料メーカー）

半導体製造装置

製造に使う高機能な製造装置
を供給。

（東京エレクトロン、ASML、キャ
ノン、ニコンなどの製造機器

メーカー）

製造（前工程）

設計に従って、シリコン
ウェハ上に集積回路を
製造。ある種の印刷技

術。
（TSMCなどのファブ）

製造（後工程）

シリコンウェハから個別
のチップを切り出して
パッケージ。

（パッケージメーカー）

設計
データ

ウェハ

製
造

装
置

材
料

システム産業（GAFA、自動車産業、
軍事産業など）
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半導体産業のエコシステム



浮世絵の構図

絵師

葛飾北斎や安藤広重

板木、紙、絵具の製造職
人。

彫師
摺師

多色刷り用の板木を作
り、何度も重ね刷りを繰

り返す。

製本師

絵を綴じて、製本する。

彫刻刀やバレンの製造
職人。

版元（蔦屋重三郎など）
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江⼾時代の浮世絵のエコシステム



台湾と九州の連携
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36,000km2 ⾯積 42,000km2

2,350万⼈ ⼈⼝ 1,260万⼈

98,6兆円 GDP  50兆円

半導体
94,000億円 ⽣産額 9,300億円

半導体関連
14兆円 産業⽣産額 1,5兆円

３０年前は、半導体や半導体関連産業の⽣産額は、
九州が台湾の１０倍以上だった。逆転の⼤きな原因
は、⼈材育成の差である。



台湾の戦略
「世界の基幹産業で、台湾が３０％以
上のシェアを占めていれば、大陸がこ
とを構えた時に、台湾海峡に２隻米空
母が入る」

「人材育成が最も効率の良い国家安全
保障」
故Wen-Zen Shen 教授（国立交通大学）

基本政策

1990年まで
PCのマザーボード：労働集約産業
1990年から現在
半導体製造：技術・資本集約産業
2000年以降
半導体の設計・利用：知識集約産業
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台湾の半導体戦略（1990年以降）



台湾の半導体関連産業
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台湾の半導体産業のエコシステム

238社

15社



九州・台湾半導体交流訪問団2023
• 2023年2⽉8⽇ー10⽇
• 主催：九州半導体⼈材育成等コンソーシアム
• 訪問先

• 国⽴台湾⼤学重点科学研究院（台北）
• 2021年開設の⾼度半導体⼈材育成⼤学院コース（産業界50%出資）

• 国⽴陽明交通⼤学電機学院（新⽵）
• 2021年開設の⾼度半導体⼈材育成⼤学院コース（産業界50%出資）

• 国家実験研究院台湾半導体研究中⼼(TSRI)（新⽵）
• ⼤学・⼤学院の教育・研究⽀援のサービス機関（所員350⼈）

• ⼯業技術研究院（ITRI）（新⽵）
• CMSC（設計とターンキービジネスのベンチャー企業）
（新⽵）
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1970年-2000年
⽇本の半導体⽣産の拠点

2000年以降
CMOSセンサーの拠点
パワー半導体などへ多様化
素材産業や製造装置メーカの集積
設計産業の集積
⼈材育成基盤の整備

出典：九州経済産業局

シリコンアイランド九州

2023.3.3 11



●IC⽣産実績は、世界的な半導体需要の⾼まりにより、⾞載向けやPC等の電⼦機器向けを
中⼼に⾼⽔準での⽣産が続き、⽣産⾦額は全国⽐40.8％と⾼⽔準を維持。

●集積回路製造業や半導体製造装置業など関連製造品の出荷額は、約1.5兆円。
●九州には、約1,000社の半導体関連企業が集積。

（出所）九州経済産業局「九州地域の鉱⼯業動向」
（注）⼀定規模以上の全数調査のため、⼯業統計の数値とは異なる。

（出所）九州経済産業局「九州地域の鉱⼯業動向」
（注）⼀定規模以上の全数調査のため、⼯業統計の数値とは異なる。

九州⽣産⾦額（億円）

九州の⽣産⾦額の推移
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2022年は、14年ぶり
に9000億円を超えて、
9300億円



シリコンシーベルトプロジェクト 1.0
2002年ー2011年
九州に半導体関連技術、特
に設計技術を集積し、韓国、
九州、台湾、中国沿海部、シ
ンガポール、インドに至る半
導体の利用、設計、製造の
世界的なサプライチェーンを
作る。

http://jiss.ist.or.jp/semiconductor.html
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10年間で250社を超える産業集積

結果として、国内の大手
半導体産業が縮小する中
で、現在の九州の半導体
関連産業の基盤が構築さ
れた。

しかし、世界の潮流とは
圧倒的なスピードの差が
あった。

CMOSセンサー： SONY

SSB1.0からSSB2.0へ
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シリコンシーベルトプロジェクト 1.0 の成果と限界



何が⾜りなかったのか？
• 全体が⾒渡せる⼈材：⾏政、経済界、半導体業界
（特に経営者）、⼤学・研究機関などの研究者

• 半導体関連産業（半導体、ソフトウェア、情報通信、
セキュリティなど）の特性

• 急速な変化：10年で性能が100倍上がる（Mooreの法則）

• 投資対効果：100倍の投資で10,000倍性能が上がる。
他の産業は、せいぜい10倍
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移動体(Mobility)産業
速度

Km/h

10,000

1,000

100

10

100円 1万円 100万円 1億円 100億円

人

自転
車

鉄道

航空機

ロケット

自動車

2桁
から
３桁
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デジタル関連産業
記憶容量
通信速度
演算数／秒

１京

１兆

１億

１万

100円 1万円 100万円 1億円 100億円

人
電卓

PC
サーバー

スパコン

携帯
電話

10桁
から

12桁

2023.3.3 17



基本方針

•世界的な半導体産業構造と需要の変化の中での九州
の役割の明確化

•若者が人生を賭けることができる半導体産業戦略と学
生から社会人までの継続的な学び場の提供

•応用から設計、製造、製造支援産業までのエコシステ
ムの構築による持続的な人的・経済的資本投資の継
続

九州の半導体人材育成へ向けて

2023.3.3 18



l 九州経済産業局が事務局となり、産学官のニー
ズ・シーズをコーディネート。

（１）半導体⼈材の育成と確保
①半導体産業のプレゼンス向上、全国への魅⼒発信
②⼈材育成カリキュラムの作成、研修プログラムの構築と実践

（２）半導体⼤⼿企業と地場企業、ユーザー企業との取引強化
①⼤⼿企業と地域企業等とのマッチングプラットフォーム構築
②新たな投資案件の創出、レガシー⼯場・設備の共同利活⽤

（３）海外との産業交流の促進
①海外（台湾・⽶国・欧州）の関連機関とのアライアンス形成
②SIIQのMOUの活⽤等による産業交流及び⼈材交流

１．事業の概要

Ø 半導体⼈材の育成・確保やサプライチェーンの強靱化を図るため、国や九州７県・政令市、産業界、
教育界等で「九州半導体⼈材育成等コンソーシアム」を本年３⽉に組成（５⽉キックオフ会合）。

Ø 半導体産業の更なる発展に向けた取組を強⼒に推進。

２．今後の取組⽅針
l ２つのワーキンググループ（(1)⼈材育成、(2)サプライチェーン強靱化）を設置し取組を実⾏。WG事務局はSIIQ。
l 管内５県が組成した半導体協議体とも連携し、オール九州にて取組を推進。
l 九州がモデルとなるエコシステムを構築し、他地域での横展開に繋げ、オールジャパンでの展開に発展。

＜主な構成機関＞
◆産：半導体企業、JASM※1、JEITA 等
◆学：九⼯⼤、九⼤、熊⼤、⾼専機構等
◆官：経産省、⽂科省、各県、産総研等
〔事務局〕九州経済産業局、SIIQ ※2

※1: Japan Advanced Semiconductor Manufacturing(株)
（TSMC、ソニーセミコンダクタソリューションズ(株)、(株)デンソーの合弁会
社）
※2: 九州半導体・エレクトロニクスイノベーション協議会

九州半導体⼈材育成等コンソーシアム
（令和4年3⽉29⽇組成）

九州内⾃治体組成の協議体 ※（ ）内は組成時期、九州経済産業局も参画

福岡県
(R4年2⽉)

台湾等の
⼤学・企業等半導体ユーザー ⽀援

参画 連携

全
国
・
他
地
域
へ
横
展
開

⻑崎県
(R4年2⽉)

熊本県
(R4年3⽉)

⼤分県
(H17年4⽉)

佐賀県
(R4年10⽉)

北九州市
(R4年7⽉)

「九州半導体⼈材育成等コンソーシアム」の概要
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産
業
界

1 (株)オジックテクノロジーズ
2 櫻井精技(株)
3 (株)SUMCO
4 Japan Advanced Semiconductor Manufacturing(株)
5 (株)ジャパンセミコンコンダクター
6 (株)スズキ
7 ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング(株)
8 中央電⼦⼯業(株)
9 (株)デンソー
10 東京エレクトロン九州(株)
11 (株)ピーエムティー
12 (株)マイスティア
13 三菱電機(株) パワーデバイス製作所
14 (株)安川電機
15 ラピスセミコンダクタ（株）宮崎⼯場
16 ルネサスエレクトロニクス(株)
17 (株)ワールドインテック

教
育
機
関

18 国⽴⼤学法⼈ ⿅児島⼤学
19 国⽴⼤学法⼈ 九州⼯業⼤学
20 国⽴⼤学法⼈ 九州⼤学
21 熊本県⽴技術短期⼤学校
22 国⽴⼤学法⼈ 熊本⼤学
23 独⽴⾏政法⼈ 国⽴⾼等専⾨学校機構
24 学校法⼈ 福岡⼤学
25 国⽴⼤学法⼈ 宮崎⼤学

⾏
政
機
関

26 福岡県
27 佐賀県
28 ⻑崎県
29 熊本県
30 ⼤分県
31 宮崎県
32 ⿅児島県
33 北九州市
34 福岡市
35 熊本市
36 ⽂部科学省
37 経済産業省
38 国⼟交通省九州運輸局

協
⼒
機
関

39 ⼤分県LSIクラスター形成推進会議
40 (⼀財) 九州オープンイノベーションセンター
41 (⼀社) 九州経済連合会
42 国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所 九州センター
43 (独法) 中⼩企業基盤整備機構 九州本部（中⼩企業⼤学校）
44 (独法) ⽇本貿易振興機構（九州統括・福岡貿易情報センター）
45 (⼀社) 電⼦情報技術産業協会（JEITA)

事
務
局

- 経済産業省九州経済産業局

- 九州半導体・エレクトロニクスイノベーション協議会

「九州半導体⼈材育成等コンソーシアム」構成機関⼀覧 （50⾳順）
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l しっかりとしたバックグラウンド（電気・電⼦、情報、機械、化学、材
料、財務、経営など）を持つ⼈材。

l 半導体産業の全体像を把握して、エコシステムのグランドデザインを
描ける⼈材。

l 半導体産業の変化に対応でき、世界に対して次の流れを作れる
⼈材。

若い⼈に対し、半導体産業が魅⼒的であり続ける
ことが重要︕
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半導体産業が必要とする⼈材像



半導体（前⼯程）企業の⼈材の実態

45%

11%

24%

20%

従業員の学歴(N=7800)

高卒

高専・短大

大学学部卒

大学院卒

36%

9%19%

13%

7%

10%
1%5%

21年度新卒採用者の専門分野
(N＝221)

電気・電子

情報

機械

化学

物理

材料

数学

文系、その他

男女比 68：10 新卒と中途採用者の比 22：24

2023.3.3 22

前⼯程の企業が必要とする⼈材



九州の⼤学の⼈材供給⼒（⼯学系の学科別学⽣数）

19%

19%

19%

15%

2%1%
2%
2%

18%
3%

学生数

電気・電子系

情報系

機械系

化学系

材料系

物理系

エネルギー系

生命系

建築・土木系

その他

九州大学、九州工業大学
佐賀大学、長崎大学、熊本大学
大分大学、宮崎大学、鹿児島大学
福岡大学

工学系学部生の総計
１学年約18,000人

半導体産業が必要とする

人材供給源は揃っている。
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⼩学校・中学校 ⾼専・短⼤⾼校 ⼤学 ⼤学院 社会⼈ シニア
ライフステージ

例 ⼯場⾒学等
写真︓真空蒸着実験

例 半導体設計・
製造学習体験等

①半導体設計企業

②素材（ウェハ）企業

③前⼯程企業

④後⼯程企業

⑤テスト⼯程企業

⑥製造装置

⑦機械部品・⾦型企業

⑧制御・ソフトウェア企業

⑨半導体ユーザー企業等

半導体が⾝近に使われていることを
知る機会の創出

半導体⼈材育成教員向け研修会 教員向け研修会

対象︓⾼校から⼤学
までの教員

内容
・半導体役割・⼯程紹介
・現場⾒学
・卒業⽣、⼈事担当等
との座談会
仕事内容紹介
⼈材ニーズ紹介

時期︓休暇期間
（夏季・春期）

半
導
体
⼈
材
育
成
(
)
*
+

【事例１】「教員向け研修会①」

Ø 企業や教育機関と連携し、「教員向け半導体研修会」を実施。
Ø 半導体関連企業の「現場⾒学」、「⼈事担当者・卒業⽣との座談会」などを⾏う。
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九州地域
産業界

⾼専機構
・
⼤学

政府
・

⾃治体 半導体

⼈材育成

熊本
⼤分

都城

沖縄

⿅児島有明

久留⽶

北九州

佐世保

九州・沖縄地区⾼専

⻑崎県
ながさき半導体
ネットワーク

熊本県
熊本県半導体⼈材
育成会議

熊本⼤学
熊本技術短期
⼤学校

コンソーシアム
×
⾼専

コンソーシアムの⽬的
①半導体⼈材の育成と確保
②企業間の取引強化
③海外との産業交流促進

九州経済産業局の「九州半導体⼈材育成等コンソーシアム」に⾼専機構、熊本県の「熊本県半導体⼈材育成会議」に熊
本⾼専、⻑崎県の「ながさき半導体ネットワーク」に佐世保⾼専、⼤分県の「⼤分県LSIクラスター形成推進会議」に⼤分⾼
専がそれぞれ参画など、九州地域の⾃治体、半導体関連企業・⼤学との連携を加速し、オール⾼専における「半導体⼈材育
成」を加速︕

九州半導体⼈材育成等
コンソーシアム
九州経済産業局

福岡県
福岡県グリーン
デバイス開発・⽣産
拠点協議会

九州
⼤学

福岡⼤学
九州⼯業⼤学

⻑崎⼤学等
３⼤学

〇産業界・地⽅⾃治体・⼤学等と連携
〇九州・沖縄地区⾼専間で連携
〇オール⾼専で連携

半導体⼈材育成の強化へ︕

九州⼤学・⾼専
連携教育プログラム

九州地区⾼専と九州地域との連携

⼤分県
⼤分県LSIクラスター
形成推進会議

⼤分⼤学

【事例２】「⾼専（KOSEN）との連携（全体像）」



提供︓九州⼯業⼤学 中村教授

・年間10回以上開催（定員︓各回12名）
・全国から多岐にわたる受講者が参加

【事例3】「九州⼯業⼤学マイクロ化総合技術センターを活⽤した社会⼈教育
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校⻑︓中村和之（九⼯⼤教授）

【事例4】社会⼈への再教育
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【事例5】 Top⼈材の育成のための⼤学強化と国際連携

Semiconductor Industries 
In Taiwan

Semiconductor Industries 
In Japan

internship and job

2023.3.3 28

• 熊本⼤学(R4)、九州⼤学と九州⼯⼤（R5）への予算措置による半導体専⾨
コース

• 台湾の⼤学との交流
• 九州⼤学ー台湾⼤学、陽明交通⼤学
• 九州⼯業⼤学ー陽明交通⼤学
• ⻑崎⼤学ー陽明交通⼤学
• 早稲⽥⼤学⼤学院（北九州市）ー陽明交通⼤学

• 台湾の⼤学への留学、ダブルデグリーなどによる台湾の教育システムの活⽤



半導体産業に関連したデジタル⼈材育成へ向けて

• 半導体産業全体構造の社会全体における理解

• 世界の半導体関連産業や技術の動向の中での⽇本
の戦略の明確化とグランドデザインの提⽰

• トップ研究・開発⼈材、現場の中核⼈材、現場で
活躍する⼈材そして経営者の重層的育成システム
と技術変化に対応した⼈材供給の仕組みの構築

• 半導体関連産業のエコシステムと国際連携の構築
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